
防災・安全に資する公園整備の推進（防災・安全）


平成29年度～平成31年度　（3年間） 神戸市

・台風等により災害の発生した公園のうち、神戸市地域防災計画に基づき、広域防災拠点に指定されている都市公園の災害対策を行い、安全な広域防災拠点としての機能を確保する。
・安全な広域防災拠点としての機能を確保している公園の割合を増加する。

①

②

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

　令和2年度　神戸市建設事業外部評価委員会

　神戸市ホームページに記載

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31

A-1 公園 一般 神戸市 直接 80

小計 80

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

小計

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円）

小計

番号 一体的に実施することにより期待される効果

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

全体事業費
（百万円）

備考

備考
事業実施期間（年度）

自然災害の発生等を受けて、土砂災害等に対する街の防災性の向上を図り、誰もが安全で安心して利用できる快適な公園の実現を目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（H29当初） （H30末） （H31末）

（事業箇所）

事業実施期間（年度）

神戸市 吸収源対策公園緑地事業
北神戸田園スポーツ公園
における法面整備

神戸市

社会資本総合整備計画　事後評価書　（案）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
80百万円 Ａ 80百万円

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

2020/   /    

0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

Ｂ - Ｃ -
効果促進事業費の割合

計画の目標

計画の名称

計画の期間 交付対象

88%88% 100%（安全な広域防災拠点の割合）＝（1-（災害を受けた広域防災拠点の公園数/広域防災拠点の公園総数））×100

工種 （延長・面積等）

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容 市町村名

港湾・地区名

事業実施期間（年度）

工種

備考



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値

Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

最終目標値

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・市民が安全に、安心して公園を防災の拠点として活用できるよう、今回整備を実施した北神戸田園スポーツ公園をはじめとして、市内の公園の適切な維持管理を今後も継続的に行っていく。

・本整備により安全な広域防災拠点としての機能を確保できた。

指標①：
安全な広域防災
拠点としての機
能を確保してい
る公園の割合

100%

100%

・目標を達成した。

・安全な広域防災拠点としての機能を確保した結果、緊急事態以外の通常利用においても公園の安全性を確保することができた。

指標②



〇防災・安全に資する公園整備の推進（防災・安全）

Ａ基幹事業

A-1 吸収源対策公園緑地事業


